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結果 

• 利用者の設定したキーワードを元にした、イン
ターネットから情報を収集する機構を実現させ
た 
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背景と目的 

• 近年のスマートフォンといった情報携帯端末の普及によ
り、ソーシャルネットワーキングサービスの利用者が増
加している 

• ソーシャルネットワーキングサービスにより、インター
ネットに存在する情報はリアルタイムに増加し、膨大な
量になっている 

効率よく情報収集する機構が求められている 
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情報収集の目的 

•日常生活の中での、問題発見→問題解決 

意思決定 
 

 

•意思決定能力をあげるには行動をするま
での プロセス の向上が必要 
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意思決定の情報プロセス 

• 問題を発見後、どのようにして問題を解決する
かを検討するのがこの情報プロセス 

 

• 私たちが持つ、情報力によってどのような行動
をとるのか選択肢が増える。 

 

• 情報力をつけることで意思決定能力は向上 
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情報力をつけるために 

• 日々の情報収集が必要不可欠！ 

• 収集した情報を活用する応用力も必要！ 

 

 

でも情報収集にかける時間がない！ 

そこで 
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情報収集機構の検討 

• インターネットには様々な情報コンテンツがあ
る。（ホームページ、ブログ、SNSなど） 

 

• 利用者が設定した「キーワード」を元にし、上
記インターネットコンテンツより情報を自動的
に収集する。 

 

• 収集した情報は、利用者が活用場面ごとに分け
ることができる。 
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機能の実装方法 

• 情報収集を行うコンテンツをTwitterにする 

 （TwitterSearchAPIを利用する） 

 

• 収集した情報をデータベースに登録する 

 

• データベースに登録する情報はカテゴリを分け、
閲覧する際にカテゴリごとに表示する 
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実装システムの構成 
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実装画面１．ツイート検索 

検索キーワードを入力
し、実行させることで、
検索キーワードとマッ
チしたツイートの検索
ができる。 
 
保存したいツイートの
「クリップする」を押
すことでデータベース
へ保存する機能へ移る 
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実装画面２．クリップ機能 

保存するツイートの情
報が確認できる。 
 
カテゴリは事前に設定
されたものが表示さ
れ、保存するツイート
の内容にあったカテゴ
リを選択する。 
 
送信を押すことで、
データベースへ保存す
ることができる。 
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実装画面３．情報の閲覧 

保存されたツイートを
表示する機能 
 
カテゴリを選択し、実
行することで、そのカ
テゴリに保存したツ
イートが表示すること
ができます。 
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考察 

• Twitterから必要な情報を収集し、その情報を活
用する場面ごとに分けることができた。 

• インターネットには今後も情報が増え続ける。 

 ⇒情報収集機構は必要なものになる 

• 今回実装したものは、他のサービスでも行うこ
とができる（Evernote,Read it later…） 

• 他のサービスと差別化するために、機能の追加
をする必要がある。 
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今後の課題 

1. 情報ソースの拡大 

 

 

2. 機能の自動化 

 

 

3. 情報収集機構として高度化 

今回は情報ソースをTwitterのみ対応させることができた。 
他のインターネットコンテンツからも情報収集を行えるようにする。 

本研究の目標は、利用者が時間をかけずとも情報収集が行える 
機構づくりであった。 
その目標を達成するために、機能の自動化は必須 

検索キーワードから収集した情報をもとに、関連キーワードの生成 
ソーシャル化を活かした知識情報の共有を検討 
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最後に 

以上で発表を終わります。 

ご清聴ありがとうございました。 

 

ご質問等あればお願いいたします。 
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